
リベット等で接合を行う場合は、電食等を
考慮し材質の選定を行ってください。接着
剤を使用する場合は、弾性の接着剤を用
い、アルミニウムに有害なものの使用は
避けてください。なお、一部銘柄を除き、
溶接には適しません。詳細についてはお
問い合わせください。

アルポリックTMの切断面は大変危険ですので、手を切る恐れがあります。保護手袋を使うなど取扱いはできるだけ慎重に行ってください。
切断方法によってはアルポリックTMの小口にバリが発生します。ご使用状況に応じて、小口のバリ取り等の安全対策の実施をお願い致します。

■シルバー系、ヘアライン、メタリック、木目調、石目調は、柄目・色目がありますので、縦横を統一してご使用ください。
■シルバー系を大量にご使用になる場合は、ロット間で色調差が発生する恐れがありますので、ご発注の際は弊社にご相談ください。
■アルポリックTMの線膨張係数はアルミ単板とほぼ同等です。著しく温度変化が大きい環境下では、熱伸縮を考慮して適切に目地を取ってください。
■アルポリックTMの熱変形温度はポリエチレン単体と比較して高く、約１１０℃前後です。そのため大きな力がかからず短時間であれば100℃程度の高温にも耐えられます。
ただし、実用上、高温雰囲気で長時間使用する場合は70℃以下でご使用ください。
■RFのような鏡面の製品は大板での映り具合（ゆがみ・明度）の確認をお勧めします。
■アルポリックTMの面材はアルミのため、腐食のメカニズムはアルミ単板と同様に起こります。酸性やアルカリ性の物質（土やモルタル等）とは直接の接触を避けてご使用ください。
■アルポリックTMの端部（こぐち）が、アルミニウムを侵す環境（特に海岸部等）では、注意してご使用ください。
■アルポリックTMの面材は、アルミニウムであり、湿潤状態で異種金属と接触しますと電位差によって、電食が発生します。接合に使用するリベット・ボルト類は、電食等を考慮し、材質の選定を行ってください。
■表面の保護フィルムは直射日光・湿気により劣化し、糊残り等の問題をおこす恐れがありますので、乾燥した室内に保管するようにしてください。また施工完了後は速やかにはがしてください。
■保護フィルムの上から接着テープやマジックを使用すると、アルポリックTMの表面にその跡がうつることがありますのでご注意ください。
■アルミニウム－プラスチック複合材ですので、割れにくい素材ですが、衝撃又は異物の挟み込みにより、打こん・へこみ・エッジの変形が発生する恐れがあります。運搬・保管・加工、および施工時には十分注意してください。
■アルポリックTM塗装板は、その表面に付着したごみやほこりを適宜清掃し、除去することによりいつまでも美しい外観を保つ事が出来ます。
クリーニングは、柔らかい布で、中性洗剤にて汚れを除去し水洗後乾拭きしてください。研磨剤クリーナーやスチールウールは使用しないでください。
　酸性やアルカリ洗剤および有機溶剤は使用しないでください。アルミの腐食、塗膜のハガレ、艶落ちの原因となります。
■アルポリックTMに塗装する場合、アルポリックTMは芯材にポリエチレンを使用しておりますので低温焼付硬化型あるいは常温硬化型の塗料を使用し、焼付乾燥炉内の温度も均一になる様に注意して、
　板表面温度90℃以下の温度で焼付乾燥してください。
■ＲＦシリーズは、屋外や屋内でも水分雰囲気のあるところでの使用は避けてください。
■アルポリックTMに設備機器などによる荷重を負担させることは避けてください。

シャーのクリアランスは、板厚×2％程度
が適当です。クリアランスが大きいとダ
レ、バリ等が発生する恐れがあります。
板押えの圧力が大きいと、面材を凹ませ
る場合がありますので、圧力を弱めるか、
スペーサー板を挿入して下さい。

切削により溝をほった場合は、工具なしで
曲げることも可能です。
切削をして直角に曲げる場合、角部が3～
3.5Rになるように溝をほってください。

傷防止のため、プレスブレーキのダイはウ
レタン製パッドが適しています。プレスブ
レーキによる最小曲げ半径は銘柄、表面
処理、面材アルミニウムの圧延方向によ
り異なりますので事前に曲げテストをされ
るか又は弊社にご相談ください。

プレス打抜きの場合ポンチとダイスのクリ
アランスは出来るだけ小さくとると綺麗に仕
上がります。（板厚×2％程度が適当です。）

※加工方法の詳細や銘柄の違いによる加工の可否は、弊社までお問い合わせください。

高い剛性と美しい塗装面をもつアルポリックTMのパンチング加工パネルは、
専用のプレス機械で均一なピッチの穿孔加工を施したもので、
バルコニー、階段目隠板、間仕切り、天井板等での用途に最適です。

銘　柄

サイズ

納期（受注後）

パンチング開孔パターン

アルポリックTM各種に対応しています。但し製品銘柄によっては、パンチング開孔パターンが限定されるものもあります。
面材がアルミ以外の製品へのパンチング加工はお受けできない場合があります。

アルポリックTMの定尺寸法から自由に切断できます。

サイズ・パターン・製品の在庫状況により異なりますので、事前にお問合せください。

下記以外の開孔パターンもあります。また、金型を製作して特注のパンチングパターンを製作することもできます。
（但し、金型製作代はお客様のご負担となります。）

注） パンチング加工をした場合、防火認定は適用外となります　

1. アルポリックTM銘柄、色名
2. サイズ（製品寸法）
3. 開孔パターン、余白寸法（パンチングしない部分の寸法）
4. 加工数量
5. 納入先
6. 希望納期

規格

パンチング開孔パターン例（注文加工品）

ご注文要領

設計・施工の前に必ずお読みください
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備　　考加 工 使用機械・治具等

●ランニングソー　●ジグソー

●CNCルーター　●プレイナー

●鋸（金物用、木工用、
プラスチック用）

●丸鋸 ●スクエアシャー

●かんな ●ハンドトリマー ●フライス盤

●プレスブレーキ ●ロールベンダー（3本ロール）
●ロールフォーミング

●ハンドドリル ●ボール盤
●ホールソー

●プレス（打抜き）

●リベット
●ボルト　●ビス

●接着剤
●両面テープ

●ジョイナー

切断

切削

曲げ

穴あけ

接合




